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１月２1日、第24回合併協議会を大野町で開催

「新市誕生後、速やかに『豊後大野市本庁舎建設検討委員会（仮称）』を
設置し、総合的な検討を行なう。」

新市特別職の報酬等の取扱いについて報告
合併準備会特別職報酬等検討委員会の答申に基づき決定。

新市行政組織および機構について報告

市章の募集を開始
募集期間は１月２０日から３月１８日まで。

大野郡５町２村の社会福祉協議会が合併調印
１２月２６日、三重町内のホテルで開催。



第24回合併協議会

＜報告された調整項目内容＞

　第24回合併協議会が１月21日、大野町中央公民

館分館で開催されました。

　52協定項目の確認がされた後に、調整をしまし

た項目について報告がありました。報告は次のと

おりです。

　「新市事務所の候補地選定委員会報告」、「新市

特別職の報酬等の取扱い」、「地方税の取扱いの一

部変更」、「行政区名の取扱い」、「新市行政組織及

び機構」、「市章の募集」、「大野郡５町２村社会福

祉協議会の合併調印」等。
あいさつをする佐伯和光大野町長
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新市の事務所の位置（協定項目第４号　平成15年12月25日確認）

新市事務所の候補地選定小委員会報告

（１）新市の事務所は、三重町に置く。

（２）大野郡５町２村が合併を目指す平成１７年３月３１日までには新庁舎の建設が不可能であることから、当面は、現三

　　　重町役場庁舎を新市の事務所とする。

（３）新市の事務所については、本庁方式とするが、現三重町役場庁舎は老朽化しており、本庁機能を全て備えることが極

　　　めて困難であるため、新庁舎完成までのおおよそ５年間は、暫定的な本庁方式を採用する。

（４）支所については、当面、総合支所方式とし、本庁舎完成後も住民サービスの維持向上の観点からその機能の充実に努

　　　める。

（５）新庁舎の建設候補地については、小委員会を設置し、専門的、具体的に調査・検討する。

（６）小委員会の報告をまって、協議会で最終決定する。　

１．本委員会の基本的な考え方とその背景

 (1) 背景

　① 新市事務所については、昨年12月25日の第６回協議

会において確認されたところである。しかしながら、現時

点では、本庁舎建設に充当されるであろう特例債事業の優

先順位（実施年度）や新市の組織・機構等が決定しておら

ず、時期や規模等が確定していない段階での事務所候補地

の具体的な検討は極めて困難である。

　② 新市事務所が設置される予定の三重町は、２巡目国体

（平成20年）までに「三重・新殿バイパス」が一部開通する

こととなっている。それに伴う車の流れの大きな変化によ

って、町並みも様変わりすることが予想される。したがっ

て、それらの状況を踏まえ、その後に本庁舎の位置を検討

した方が、新市にとっては得策である。

 (2) 基本的な考え方

　① 新市事務所の規模、時期等が確定していない段階での

個別・具体的な検討は、様々な制約を受けることとなり、

極めて困難である。

　② 具体的な新市事務所の位置・規模等の決定については、

新市のまちづくりに多大な影響を及ぼすことから、建設時

の市長、市議会等の意思に委ねるべきである。

　③ よって、本小委員会における「最終報告」は、基本的

な事項についてのみを提言することとする。

新市事務所の候補地選定小委員会、大塚尊俊委員長から次のとおり報告がありました。

２．最終報告(新市事務所の候補地選定に向けての課題整理)

 (1) 法律上の課題

�  地方自治法第４条第２項において、事務所の設置又は変更

にあたっては、「住民の利用に最も便利であるように、交通

の事情、他の官公署との関係等について適当な考慮を払わな

ければならない。」とされている。よって、住民の利便性を

考慮した交通事情を最優先に考慮すべきである。

 (2) 財政上の課題

　新市事務所の建設は、新市における優先的な課題として早

期に着手すべきであることは言うまでもない。ただし、新市

の行財政基盤の確立を図るためにも、本庁舎建設と言えども

質素・倹約に努めるべきである。

　そのため、事務・事業の見直し、職員の適正化等、行財政

改革の積極的な推進を図り、とりわけ財政状況を勘案した上

で、建設の場所・規模等を検討・決定すべきである。

 (3) まちづくり施策上の課題

　新市事務所は、その周辺に大きな経済効果をもたらすとと

もに、情報の集積及び発信拠点としての機能もあり、新市の

象徴であることは言うまでもない。そのため、本庁舎の位置

については、新市のまちづくりと結合させて検討すべきであ

る。

 (4) まとめ

　新市誕生後、行政関係者、住民代表、識見者等で構成する

「豊後大野市本庁舎建設検討委員会（仮称）」を速やかに設

置し、上記の(1)～(3)の課題を踏まえた総合的な検討を期待し

たい。併せて、新市の象徴である本庁舎をできる限り早い時

期に完成させていただくようにお願いしたい。



＜新市特別職の報酬等の取扱いについて報告＞

＜協定項目内容の変更について報告＞

＜行政区名の取扱いについて報告＞
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特別職の身分の取扱い（協定項目第１２号　平成1６年１月15日確認）

行政区の取扱い（協定項目第21号　平成16年１月29日確認）

地方税の取扱い（協定項目第８号　平成15年１2月25日確認）の一部を変更

 （１)　市長、助役、収入役及び教育長の任期等については、法令の定めるところによる｡　給与の額は、現行給

　　 与額及び同規模の自治体の例をもとに合併までに調整する。

　　第17回合併協議会において、議員報酬に関する町村長の考え方も次のように示されました。

 「厳しい財政状況を考慮し、類似団体の報酬ではなく、現行の報酬及び近隣の市の報酬を参考に合併準備作業の

　中で機関会議等により合併までに調整することが望ましいと考える。」

　�  合併協議会会長は大野郡５町２村のそれぞれの特別職報酬等審議会の委員の中から、１名づつ選出し、設置さ

　れた合併準備会特別職報酬等検討委員会に新市特別職の報酬等について諮問しました。同委員会から会長に下

　記の通り答申が行われました。

　１　市長、助役、収入役及び教育長の給与額は次のとおりとする。

�　　　  市　長 ８２２,０００円　　助　役 ６５８,０００円　　収入役 ５９０,０００円

�　　　  教育長 ５７５,０００円

�  ２　議長、副議長及び議員の報酬額は次のとおりとする。

�　　　  議　長 ３７９,０００円　　副議長 ３４０,０００円　　議  員 ３２１,０００円

�  ３　法令により設置される市長職務執行者の給与額については、市長の給与額を適用する。

�

�

　〔変更前〕納税通知の方法（個人町村民税・固定資産税・軽自動車税）については、新市において自治会長（仮

　　　　　　称）の公務として行う。

　〔変更後〕納税通知の方法（個人町村民税・固定資産税・軽自動車税）については、新市において郵送で行う。

�

　　変更理由として、国民健康保険税、介護保険料の納税通知書は郵送となっていることから、整合性を図るた

　め、行政連絡員の業務から納税通知書の配布を除外することとした。

　　行政区の取扱いについては、次のとおりとする。

�  (２)　行政区名の取扱いについては、同一名の場合は、旧町村名を行政区名の前につける。

議員の定数及び任期の取扱い （協定項目第６号　平成16年６月24日確認）

新市における具体的な行政区名（同一名の行政区）

行政区名

 大　原

 小　野

 津　留

 天　神

　 原

町村名
三重町
大野町
緒方町

朝地町

大野町

犬飼町

清川村
緒方町
大野町
犬飼町

三重大原
大野大原
緒方小野

朝地小野

清川村
緒方町
三重町

犬飼町

清川平石
緒方平石
三重山田

犬飼山田

朝地町
大野町

朝地町町
大野町町

大野津留

犬飼津留

清川天神
緒方天神
大野原
犬飼原

新市での行政区名 行政区名

 平　石

 山　田

町村名 新市での行政区名

行政区名

　 町

町村名 新市での行政区名

（1）旧町村名の町・村を取って表示する。

（２）旧町村名の町を付けて表示する。



新市行政組織および機構について報告

市　　　長

助　　　役
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豊 後 大 野 市 本 庁 組 織 図

総　務　部

総　　　務　　　課

財　　　政　　　課

契　約　検　査　室

税　　　務　　　課

■秘書係
■職員係
■行政係

■財政係

■検査係

■管財係
■地籍調査係

■市民税係
■固定資産税係

調　　　整　　　課
■管理係
■調整係

■庶務諸税管理収納係

■総務係
■文書係
■法規係
■交通消防係

生活福祉部

市　民　生　活　課

公立おがた総合病院

福祉事務所地域福祉課

福祉事務所生活支援課

人権推進同和対策課

業　　　務　　　課

健　康　福　祉　課

三 重 東 保 育 所

清　川　診　療　所

■戸籍住民係
■生活環境係
■国民健康保険係
■年金係
■老人医療係
■健康推進係

■地域福祉係
■生活保護係

■人権推進同和対策係
■男女共同参画係

■管理係
■ごみ処理業務第１係
■ごみ処理業務第２係
■ごみ収集業務係

■福祉係
■子育て支援係
■介護係
■健康係

■し尿処理業務係

■高齢者福祉係
■介護保険係

■障害福祉係
■子育て支援係

　基幹型在宅介護
　支援センター

企　画　部

企　画　調　整　課
■企画調整係

文　化　振　興　室

合併プロジェクト室

■文化振興係

■地域振興係
■企業立地推進係

■合併調整係
■病院対策係

情　報　推　進　課
■情報推進係
■電算係
■広報統計係

◇県央空港派遣

　エイトピア
　朝倉文夫記念館
　幸　寿美術館

〔新市行政組織・機構整備方針］
①新市移行後も住民サービスの低下をきたさないように十分配
　慮した組織・機構
②市民が利用しやすく、市民の声を適正に反映することができ
　る組織・機構
③新市建設計画を円滑に遂行できる組織・機構
④指揮命令系統がわかりやすく、責任の所在が明確な組織・機
　構
⑤地方分権に柔軟に対応できる組織・機構
⑥新たな行政課題に速やかに対応できる組織・機構

事務組織及び機構の取扱い（協定項目第14号）　

　　　平成16年１月15日確認

（旧三重町の支所機能）

（旧三重町の支所機能）
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収　入　役

農　業　振　興　課

農　林　整　備　課

商　工　観　光　課

産　　　業　　　課

■農政企画係
■農業振興係
■営農流通係

■林業振興係
■整備係

■商工労政係
■観光振興係

■農政係
■畜産係
■林業係
■商工観光係

■畜産振興係
■公社・道の駅係

議　会　事　務　局
■庶務係
■議事係
■調査係

会　　　計　　　課

選    管    事    務    局

■出納係
■審査係

■選挙係

建　設　部

建　設　管　理　課
■企画管理係

上　下　水　道　課

■用地係

■整備係
■維持管理係
■建築係
■住宅管理係
■都市計画係

■整備係
■下水管理係
■浄化槽係

建　　　設　　　課
■管理係
■住宅係
■整備係

　土地開発公社

■水道管理係
　浄水場

選挙管理委員会

監    査    事    務    局
■監査係

監　査　委　員市　　議　　会

産業経済部

［検討委員会における基本的な考え方］

① 合併による新市の一体感を速やかに醸成していく組織機構が必要である。

② 新市の財政の健全化に向けて、行財政の効率化を目指す組織機構が必要である。

③ 各種事業の一体的な推進と個性あるまちづくりを目指す組織機構が必要である。

④ 本庁は総合調整、政策立案機能を持つとともに本庁に集約した方が効率的な事

 　務・事業は可能な限り集約した組織機構をつくる。

⑤ 総合支所は、市民に密接なもの、激変緩和的なもの（不安解消）、旧町村固有

　 事業継承の観点からその機能を選択した組織機構とする。

⑥ 以上の共通認識に立って、おおよそ５年後の本庁方式を視野に入れた行政組織

　 機構の構築を目指す。

（旧三重町の支所機能）

（旧三重町の支所機能）



６

豊 後 大 野 市 本 庁 組 織 図

教 育 委 員 会

総　　　務　　　課

学　校　教　育　課

生　涯　学　習　課

中　央　公　民　館

国　体　準　備　室

スポーツ振興課

給食調理場管理課

■総務係
■管理係

■管理係
■農地係

■庶務係
■財政係

■予防係
■危険物係
■消防係

■学務係
■指導係

■管理係

■生涯学習係
■青少年係
■人権教育係

■文化財係

■管理係
■事業推進係

■管理係
■スポーツ振興係

■準備推進係
■施設整備係

　幼稚園
　小学校
　中学校

　中央図書館
　緒方分館

　歴史民俗資料館

　給食調理場

教　　育　　長

教  育  委  員  会 農  業  委  員  会 消　防　本　部

農　委　事　務　局 総　　　務　　　課

通　信　司　令　室

野津救急派出所
大野救急派出所
犬飼救急派出所

警　　　防　　　課

消 防 本 部

〔新市発足による課題と対応〕

① 市長部局における部制の導入………総務、企画、生活福祉、産業経済、

　 建設の５部

② 支所における支所長の設置

③ 市消防本部の設置………東部消防組合の解散に伴う措置

④ 広域連合の解散に伴う措置………広域連合衛生課を生活福祉部業務課

　 とする。

⑤ 福祉事務所の設置………福祉部門の独立、生活保護業務の県からの移

　 管、係としての福祉分野の細分化

⑥ 選挙管理委員会事務局の設置と充実………新市設置選挙（市長、市議、

 　農委）に伴い、選挙完了までの間、臨時的措置として選管事務局に職

　 員を加配する。その後、監査事務局と併任。

 　なお、設置選挙の小選挙区制に伴い、支所においても、選挙完了まで

　 の間、臨時的措置として選管事務局支局職員の加配発令を行う。

⑦ 監査事務局の設置………新市第１回定例議会における監査委員選任後

 　に正式設置。その後、選管事務局と併任。

⑧ 教育委員会事務局機能の充実………教育次長の設置、学校教育課の設

 　置、生涯学習分野の文化部門とスポーツ部門の分離
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豊後大野市支所組織図

清 川 支 所

総　務　企　画　課

市　民　生　活　課

健　康　福　祉　課

産　業　経　済　課

建　　　設　　　課

教 　 委 　 支 　 局

農 　 委 　 支 　 局

選 　 管 　 支 　 局

会　計　課　分　室

総　　　務　　　係

市　　　民　　　係
生　活　環　境　係
国　保　年　金　係
老　人　医　療　係

人　権　擁　護　係

総　　　務　　　係
学　校　教　育　係

ス ポ ー ツ 振 興 係
生涯学習・公民館係

総　　　務　　　係
学　校　教　育　係

ス ポ ー ツ 振 興 係
生涯学習・公民館係

総　　　務　　　係
学　校　教　育　係

ス ポ ー ツ 振 興 係
生涯学習・公民館係

総　　　務　　　係
学　校　教　育　係

ス ポ ー ツ 振 興 係
生涯学習・公民館係

総　　　務　　　係
学　校　教　育　係

ス ポ ー ツ 振 興 係
生涯学習・公民館係

総　　　務　　　係
学　校　教　育　係

ス ポ ー ツ 振 興 係
生涯学習・公民館係

健　康　増　進　係
社　会　福　祉　係
介　護　保　険　係

管　理　用　地　係

農　　　政　　　係
畜　　　産　　　係
林　　　政　　　係
農　林　整　備　係
商　工　観　光　係

土　木　建　築　係
水　　　道　　　係
下　  水　  道　  係

浄　  化 　 槽 　 係

交　通　消　防　係
税　務　管　理　係
地　籍　調　査　係

地　域　振　興　係

牧 口 保 育 所
へき地保育所

緒 方 保 育 園

南 部 保 育 園

上緒方保育園
小富士保育園

緒 方 支 所

総　務　企　画　課

市　民　生　活　課

健　康　福　祉　課

常　　　楽　　　荘

保　　　育　　　園

朝　地　保　育　園

産　業　経　済　課

建　　　設　　　課

教 　 委 　 支 　 局

農 　 委 　 支 　 局

選 　 管 　 支 　 局

会　計　課　分　室

総　　　務　　　係

市　　　民　　　係
生　活　環　境　係
国　保　年　金　係
老　人　医　療　係

人　権　擁　護　係

健　康　増　進　係
社　会　福　祉　係
介　護　保　険　係

管　理　用　地　係

農　　　政　　　係
畜　　　産　　　係
林　　　政　　　係
農　林　整　備　係
商　工　観　光　係

土　木　建　築　係
水　　　道　　　係
下　  水　  道　  係

浄　  化 　 槽 　 係

交　通　消　防　係
税　務　管　理　係
地　籍　調　査　係

地　域　振　興　係

朝 地 支 所

総　務　企　画　課

市　民　生　活　課

健　康　福　祉　課

産　業　経　済　課

建　　　設　　　課

教 　 委 　 支 　 局

農 　 委 　 支 　 局

選 　 管 　 支 　 局

会　計　課　分　室

総　　　務　　　係

市　　　民　　　係
生　活　環　境　係
国　保　年　金　係
老　人　医　療　係
人　権　擁　護　係

健　康　増　進　係
社　会　福　祉　係
介　護　保　険　係

管　理　用　地　係

農　　　政　　　係
畜　　　産　　　係
林　　　政　　　係
農　林　整　備　係
商　工　観　光　係

土　木　建　築　係
水　　　道　　　係
下　  水　  道　  係

浄　  化 　 槽 　 係

交　通　消　防　係
税　務　管　理　係
地　籍　調　査　係

地　域　振　興　係

大 野 支 所

総　務　企　画　課

市　民　生　活　課

健　康　福　祉　課

産　業　経　済　課

建　　　設　　　課

教 　 委 　 支 　 局

農 　 委 　 支 　 局

選 　 管 　 支 　 局

会　計　課　分　室

総　　　務　　　係

市　　　民　　　係
生　活　環　境　係
国　保　年　金　係
老　人　医　療　係

人　権　擁　護　係

健　康　増　進　係
社　会　福　祉　係
介　護　保　険　係

管　理　用　地　係

農　　　政　　　係
畜　　　産　　　係
林　　　政　　　係
農　林　整　備　係
商　工　観　光　係

土　木　建　築　係
水　　　道　　　係
下　  水　  道　  係

浄　  化 　 槽 　 係

交　通　消　防　係
情報センター

税　務　管　理　係
地　籍　調　査　係

地　域　振　興　係

児 　 童 　 館

千 歳 支 所

総　務　企　画　課

市　民　生　活　課

健　康　福　祉　課

産　業　経　済　課

建　　　設　　　課

教 　 委 　 支 　 局

農 　 委 　 支 　 局

選 　 管 　 支 　 局

会　計　課　分　室

総　　　務　　　係

市　　　民　　　係
生　活　環　境　係
国　保　年　金　係
老　人　医　療　係

人　権　擁　護　係

健　康　増　進　係
社　会　福　祉　係
介　護　保　険　係

管　理　用　地　係

農　　　政　　　係
畜　　　産　　　係
林　　　政　　　係
農　林　整　備　係
商　工　観　光　係

土　木　建　築　係
水　　　道　　　係
下　  水　  道　  係

浄　  化 　 槽 　 係

交　通　消　防　係
税　務　管　理　係
地　籍　調　査　係

地　域　振　興　係

犬 飼 支 所

総　務　企　画　課

市　民　生　活　課

健　康　福　祉　課

犬　飼　保　育　園

産　業　経　済　課

建　　　設　　　課

教 　 委 　 支 　 局

農 　 委 　 支 　 局

選 　 管 　 支 　 局

会　計　課　分　室

総　　　務　　　係

市　　　民　　　係
生　活　環　境　係
国　保　年　金　係
老　人　医　療　係

人　権　擁　護　係

健　康　増　進　係
社　会　福　祉　係
介　護　保　険　係

管　理　用　地　係

農　　　政　　　係
畜　　　産　　　係
林　　　政　　　係
農　林　整　備　係
商　工　観　光　係

土　木　建　築　係
水　　　道　　　係
下　  水　  道　  係

浄　  化 　 槽 　 係

交　通　消　防　係
税　務　管　理　係
地　籍　調　査　係

地　域　振　興　係

三重町を除く役場は支所となります。支所には支所長を置き、市民に密接した
事務を所掌するとともに、旧町村固有事業を引き継ぐ措置を講じています。



8

　平成16年12月26日（日）10時から三重町内のホテルにおいて、三重町、清川村、緒方町、朝地町、大

野町、千歳村及び犬飼町の各社会福祉協議会（社協）の「合併契約・協定調印式」が行われました。

�  調印式には、来賓をはじめ110名が見守る中、事務局からこれまでの経過報告と協定項目についての説

明があり、５町２村社協の会長が合併契約・協定調印書に署名、捺印しました。続いて特別立会人として

芦刈幸雄三重町長、佐伯和光大野町長、池邉廣司大分県社協副会長の署名が行われました。

�  その後、大野郡５町２村の社協を代表し、三浦健一三重町社協会長からあいさつがあり、大分県社協会

長、大分県福祉保健部長、後藤史治大分県議、佐々木哲也大分県議、若松成次犬飼町議会議長から祝辞を

いただき調印式が終了しました。

　市区町村社協は、市区町村の区域内において１つしか設置できないよう社会福祉法により規定されてい

ます。市町村合併に伴い社会福祉協議会は解散と合併の選択があり大野郡５町２村では合併をすることで

協議がなされてきました。しかしながら、市町村合併で自動的に合併がなされるわけではなく、社会福祉

法人としての合併の手続きを行うことが必要です。

�

�  ▼合併の条件･･･

�  当該社会福祉法人の合併に向けた意思決定をするため、当該社会福祉法人の定款の定めに従い、合併の

意思決定を行います。社協の場合、理事の3分の2以上の同意と評議員会の議決が必要です。

�  ▼合併に向けた基本的な考え方･･･

�  社協は、地域福祉の推進役として社会福祉法にも位置づけられた、市町村において重要な存在です。そ

の使命を意識して合併を機に新しいエリアでの地域福祉の構築に向けた取り組みが求められます。

�  三重町、清川村、緒方町、朝地町、大野町、千歳村及び犬飼町社協においては、本部を三重町におき、

現町村社協については支部として、基本的に従来どおりの取扱で福祉事業を行います。

   ▼経過･･･

�  三重町、清川村、緒方町、朝地町、大野町、千歳村及び犬飼町社協は平成14年6月5日から任意に合併協

議をすすめて来ました。そして、平成16年1月28日に、「大野郡５町２村社会福祉協議会合併協議会」を発足

し、合併に関する基本的な事項について協議を重ねてきました。平成16年11月15日に行われた第５回合併

協議会において、協定項目17項目の基本的な合意がなされ、平成16年11月22日から平成16年11月24日の

間に各町村社協の理事会、評議員会において議決されたことから、「合併契約書・協定書」の調印が行われま

した。

�

１２月２６日（日）、社会福祉協議会も合併に調印

誕
生
し
ま
す

豊
後
大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
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合併の方式・合併の期日・新市社会福祉協議会の名称に関すること　（協定項目第１号・２号・３号）
　三重町社協、清川村社協、緒方町社協、朝地町社協、大野町社協、千歳村社協及び犬飼町社協を廃し、その区域をもって
新市社会福祉協議会を設置する新設合併（対等合併）とする。合併の期日は、新市発足日（平成17年3月31日）とし、名称
は『社会福祉法人　豊後大野市社会福祉協議会』とする。
�
新市社会福祉協議会の事務所の位置に関すること　（協定項目第４号）
　新市社会福祉協議会の事務所の位置は、大分県大野郡三重町大字市場８７０番地の１に置く。将来的には、新市社会福
祉協議会事務所の位置を新市福祉事務所と同敷地内に共同で整備するよう新市に要望する。また、旧町村社会福祉協議会
の事務所については支部として維持していく。

財産及び債務に関すること　（協定項目第５号）
　新市社会福祉協議会では、基本財産を１１,０００,０００円、合併時の必要資金を２００,０００,０００円とし、財産及び
債務の取扱については、全て持ち寄ることとする。新市社会福祉協議会は、持ち寄った財産及び債務により健全な運営を
めざす。

定款に関すること（協定項目第6号）
　新市社会福祉協議会の定款については、従来の定款を統合する。

事務機構及び組織の取扱に関すること　（協定項目第７号）
「地域福祉圏域（５町２村）」を単位とした支部を新市社会福祉協議会事業の拠点として位置づけ、地域福祉や社協事業を
効果的に推進するため、旧５町２村社協の既存の機能を継続して引き継ぎ、住民への福祉サービス提供を低下させないよ
うにする。新たに主たる事務所として本部を置き、それぞれの支部業務の統括を図る。また、事務局長を中心とした執行
体制を確立し、総務部門、地域福祉部門（ボランティア市民活動センター含む）、において企画・調整・指導にあたる。

役員の選出区分に関すること　（協定項目第８号）
　新市社会福祉協議会役員については理事１４名・監事２名・評議員２９名とする。

職員の身分の取扱に関すること　（協定項目第９号）
　三重町社協、清川村社協、緒方町社協、朝地町社協、大野町社協、千歳村社協及び犬飼町社協の職員はすべて現行の雇用
形態で新市社会福祉協議会の職員として引き継ぐ。

各種事務事業の取扱に関すること　（協定項目第１０号）
　５町２村社会福祉協議会が実施している各種事務事業については、新市社会福祉協議会の充実化を念頭に、従来からの
経緯、実情を考慮し、各福祉団体等の意見を尊重しながら、合理化、効率化が図られるよう調整するものとする。

会費、利用料等に関すること　（協定項目第１１号）
　会費は、一般会費と特別会費の２種類とする。一般会費は、一世帯一口1，０００円とする。特別会費は、一口２，０００円
とし、社会福祉協議会の趣旨に賛同する法人、団体、個人とする。

各種募金に関すること　（協定項目第１２号）
　寄付金の取扱については現行どおりとする。災害募金については、現行どおりとするが、徴収方法等については新市社
会福祉協議会で調整する。赤い羽根共同募金については、目安として戸別募金一口５００円、法人募金一口１，０００円、
学校、職域募金については自由募金とし、徴収方法、配分基準については、新市社会福祉協議会と共同募金会新市支会で
調整する。
　夏季見舞金、歳末見舞金については、歳末助け合い募金に統合する。歳末助け合い募金については、目安として戸別募金
２００円とし、徴収方法、配分基準については、新市社会福祉協議会と共同募金会新市支会で調整する。

介護保険事業及び支援費の取扱に関すること　（協定項目第１３号）
　新市社会福祉協議会において、支援費事業、介護保険事業の実施は現行の事業を実施し、運営の適正化に務めるものとす
る。

福祉サービスの維持継続並びに財源確保に関すること（協定項目第１４号）
　新市社会福祉協議会においては、これまでの住民福祉サービスが低下しないように十分配慮する。新市社会福祉協議会
は、従来までの事業に加えて新規に「地域を活性化する事業」・「ボランティアを支援し養成する事業」・「厚生を目的とし
た生活福祉事業」の３つの基本事業を柱とし、それぞれの事業を更にきめ細かく選択方式で事業実施する。また、新市全
域において『考える社協・躍動する社協』をアピールし、広域的に事業展開を行う。

受託事業補助事業に関すること 　（協定項目第１５号）
　新市社会福祉協議会の主な受託事業、補助事業については、現状どおり行政の委託、補助により実施する。

公的施設（借地、借施設等含）等の運営管理に関すること （協定項目第１６号）
�  町村が所有する施設、設備等であって、その施設、設備等が新市社会福祉協議会に事業遂行を委ねる委託事業・補助事
業の活動拠点として活用されるものについては、現行を尊重するものとする。なお、新市社会福祉協議会にあっては、施
設、設備等の維持管理・運営の適正化に努めるものとする。

その他必要な事項に関すること （協定項目第１７号）
�  『電算システムについて』　従来の業務システム（会計、人事、給与、介護保険事業）について適正な資産評価と効
率化、経費節減の考えを図る。また、指揮命令体制の一元化と高速化を行うグループウェアを導入する。

協　定　項　目〈概　略〉
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　１２月２７日、大野郡５町２村合併協議会町村長連絡会に

おいて、豊後大野市の名付け親賞の表彰式が行われ、芦刈幸

雄会長から受賞者の大分市在住の佐藤辰徳さんに表彰状が送

られました。

　佐藤辰徳さんからは、「幼少の頃、三重町に住んでいたと

いうことで、大野郡に深い愛着をもっています。そこで、新

市名の公募に応募しました。新市『豊後大野市』がますます

輝き繁栄するようにと祈っています。」とお礼の言葉を述べ

られました。

１月11日、合併協議会事務局に選挙準備室を設置

「豊後大野市」名付け親賞表彰

場所　千歳村役場２階　　　電話（０９７４－２４－７５１４）

「豊後大野市」の市章募集
　大野郡５町２村合併協議会では、三重町、清川村、緒方町、朝地町、大野町、千歳村及び

犬飼町の合併により、平成17年３月31日に誕生する「豊後大野市」の市章（シンボルマーク）

のデザインを公募します

　新市発足後50日以内に、市長選挙、市議会選挙、

農業委員会選挙を実施することになっています。

�  そこで、これらの選挙を円滑に行う選挙準備作業

のため、１月１１日に新たに事務局員３人を配置し

ました。事務所は千歳村役場２階委員会室です。

よろしくお願いします。

大野郡５町２村合併協議会事務局選挙準備室

職員の紹介

選挙準備室長

事  務  局  員

事  務  局  員

渋　谷　貞　生

羽田野　孝　信

清　水　幸　子

（犬飼町）

（三重町）

（千歳村）

名付け親賞の佐藤辰徳さん

■ 応募期間

�　　   平成１７年１月２０日（木) から平成１７年３月１８日（金）まで

�　　　　　　　　　　　（※郵送の場合は、締切日の消印有効とする。）

■ 募集内容

�　    1. 「豊後大野市」の地域性やイメージにふさわしい「市章（シンボルマーク）」であること。

　  　2.  市旗、バッジ、封筒などにも使用できるデザインであること。

�　    3.  用紙の地色を含め、４色以内であること。ただし、モノクロ（白黒）でも使用できるよう

　　　   配慮すること。

　　　　なお、グラデーション（ぼかし、濃淡）は不可とする。

�　    4.  他の市町村章及び商標等と類似しないものであること。

�　    5.  自作の未発表作品であること。




